
【Ａ票：認定調査員が、概況調査等と並行して記載する項目】

設問 

【A 票の聞き取りを行った相手の方は、どなたですか】

問１ 世帯類型について、ご回答ください（１つを選択）

問２ ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくら
いありますか（同居していない子どもや親族等からの介
護を含む）（１つを選択）

問３ 主な介護者の方は、どなたですか（１つを選択）

問４ 主な介護者の方の性別について、ご回答ください
（１つを選択）

問５ 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください
（１つを選択）

問６ 現在、主な介護者の方が行っている介護等につい
て、
ご回答ください（複数選択可）

問７ ご家族やご親族の中で、ご本人（認定調査対象
者）の介護を主な理由として、過去 1 年の間に仕事を
辞めた方はいますか（現在働いているかどうかや、現
在の勤務形態は問いません）（複数選択可）

問８ 現在、利用している、「介護保険サービス以外」の
支援・サービス
について、ご回答ください（複数選択可）

問９ 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サー
ビス（現在利用しているが、さらなる充実が必要と感じ
る支援・サービスを含む）について、ご回答ください（複
数選択可）

問 10 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況
について、
ご回答ください（１つを選択）

問 11 ご本人（認定調査対象者）が、現在抱えている傷
病について、ご回答ください（複数選択可）

問 12 ご本人（認定調査対象者）は、現在、訪問診療を
利用していますか（１つを選択）

問 13 現在、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）
介護保険サービスを利用していますか（１つを選択）

問 14 介護保険サービスを利用していない理由は何で
すか（複数選択可）

実態調査質問項目一覧(H28と同様）

調査の視点

・世帯類型ごとに、サービスの利用や抱えている
課題などが異なるため、世帯類型を把握する。

・主な介護者の方の年齢を把握する。

・主な介護者の方が、行っている介護を把握し、就
労継続の可否に係る意識等と合わせた分析を行
う。

・認定調査対象者の方の介護に関連する、離職者
の有無を把握する。

 ・主な介護者の方と要介護者の関係によって、抱
えている問題が異なるため、要介護者と主な介護
者の方との関係を把握する。

 ・家族等による介護がある場合に、主な介護者の
方がどの程度の割合で調査に同席されているか
などを把握する。

・家族等による介護がどの程度行われているかを
把握す
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・地域の中で介護保険以外の支援・サービスがど
の程度利用されているかを把握する。

・支援・サービスのニーズを把握する。
・介護保険サービス、介護保険以外の支援・サー
ビスの両方を対象としている。

・今後も在宅生活を継続していくことができると感
じているか否かを把握し、在宅生活の継続に資す
るサービス利用の分析等を行う。

・医療、介護の両方のニーズを持つ、在宅療養者
を把握する。

・要支援・要介護認定を受けている方について、介
護保険サービスを利用していない理由を把握す
る。

資料２ 



【Ｂ票：主な介護者様、もしくはご本人様にご回答・ご記入頂く項目】

設問 

問１ 主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご
回答ください（１つを選択）

問２ 問１で「１．」「２．」と回答した方にお伺いします。
主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き
方についての調整等をしていますか（複数選択可）

問３ 問１で「１．」「２．」と回答した方にお伺いします。
主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれ
ば、仕事と介護の両立に効果があると思いますか（３つ
まで選択可）

問４ 問１で「１．」「２．」と回答した方にお伺いします。
主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けてい
けそうですか（１つを選択）

問５ 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護
者の方が不安に感じる介護等について、ご回答くださ
い
（現状で行っているか否かは問いません）（３つまで選
択可）

【市独自】問６（１）あなたはダブルケアをしていますか。
または過去にしていましたか。（「子育て」の対象は、乳
幼児から概ね中学生までのお子様としてお答えくださ
い。ただし、お子様が病気や障害をお持ちの場合は、
高校生以上のお子様も含めます。）

問６（２）ダブルケアを現在又は過去にご経験の方に、
お子様の構成をおたずねします。（現在でなく過去にダ
ブルケアを経験していた方は、最も苦労が大きかった
時期のことについてお答えください。）
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調査の視点

・勤務形態によって、介護者の方の負担も異なる
ことから、主な介護者の方の勤務形態を把握す
る。

・仕事と介護の両立の視点から、柔軟な働き方に
ついて、どの程度活用をしているかを把握する。

・勤め先からの支援のニーズを把握する。

・介護者の方が、今後も仕事を継続していくことが
できると感じているか否かを把握し、就労継続に
資するサービス利用の分析等を行う。

・主な介護者の方が不安に感じている介護を把握
し、不安の軽減に資するサービス利用の分析等を
行う。

・実態把握のため。


